
の海外相場

Open
High
Low

Settlement
Change

EFP 0.55 - 0.65 0.020 - 0.025 0.20 - 0.80 -9.00 - -6.00 

Gold

Silver

Platinum

Palladium

週の経済指標一覧

前 0.3% 予 0.2% 前 -0.1% 予 0.3% 前 98.8 予 98.4

前 21.1万件 予 21.9万件

前 -2087億ドル 予 -50億ドル

前 -49.8億ドル 予 275.0億ドル 前 1887億円 予 1兆171億円

前 3.1% 予 3.4%

前 2.1% 予 1.9%

前 106億ドル 予 160億ドル 前 -1.6% 予 0.8% 前 4350億ポンド 予 4350億ポンド

   COMEX/NYMEX 投機的建玉

Long

Short

Net

Change

Source: CFTC

Source: Bloomberg

Palladium ('000 oz)

1,099.2

-43.8 

2018/5/1

-3.0 

13.2

Gold (Moz)

956.3
963.2911.7

1,308.5

419.0

-97.9 

446.5 2,043.3

506.426.2 1,518.2

13.0

59.9 833.6

2,876.9

-309.3 

Platinum ('000 oz)Silver (Moz)

16.390
16.519

904.4

Europe

1,316.9
1,312.8

1,314.7

AM

1,309.35

 Fixing Prices

新規失業保険申請件数

卸売物価指数（PPI)

Asia

2.0

Mon Tue

16.415

LBMA/LPPM Fixing ($)

5月7日

965.00

899.00

          コメント

Thu FriWed

Precious Metals

貴金属は全般的に上昇した。米国時間に発表された米雇用統計の結果が市場予想を下回る内容だった事を受けて利上げ加速懸念が後退し、貴金属は全般的

に強含んだ。5月3日と４日に米国と中国の閣僚級高官が北京で通商問題に関する交渉を行ったが、部分的な合意を除いて主要問題は先送りにされており、米中

通商問題の先行き不透明感が燻っている事もゴールドの強材料となった。

FX：

ドルは横ばいとなった。米国雇用統計の発表直後は一時的にドル安・利回り低下となったが、前回分の非農業部門雇用者数が10.2万人増から13.5万人増へと上

方修正された事や堅調な雇用環境が再度示された事を受けてドル高・利回り上昇となり、ドル指数は一時昨年12月末以来の高水準をつけた。然し乍、その後は

上げ幅を戻す形で軟調に推移し、結果横ばいとなった。ドル/円終値は109.14、ユーロ/ドル終値は1.1962。

5月4日

USA

2018年5月7日

952.0898.6
910.3
6.3

957.3
-1.5 

Source: LBMA/LPPM

PM

901.00

963.00

1,309.40

COMEX/NYMEX ($) Gold (Jun) Silver (Jul) Platinum (Jul) Palladium (Jun)

0.072

16.455
16.560

独　鉱工業生産

CH 生産者物価指数（PPI)

JP 国際収支・貿易収支

CH 消費者物価指数（CPI)

ミシガン大学消費者態度指数消費者物価指数（CPI)

JP 日銀金融政策　議事要旨

英 英中銀金融政策　議事要旨

英 英中銀資産買取プログラム規模

CH 貿易収支

月次財政収支

独　製造業新規受注

他社への転送･転用 堅くお断りいたします。  

当資料は、信頼できると判断した情報に基づき作成されていますが、その正確性、完全性を保障するものではありません。当資料はお客様のお取引判断の参考となる情報提供を目的としており、

弊社は、この情報の使用結果について一切責任を負いません。 


